
横
川
の
恵
心
院
僧
都
・
源
信
（
九
四
一
’
一
○
一
七
）
は
、
平
安
時

代
の
半
ば
に
出
ら
れ
、
比
叡
山
の
天
台
宗
の
流
れ
を
汲
む
学
徳
兼

怖
の
大
徳
と
し
て
知
ら
れ
、
数
多
い
そ
の
著
作
の
中
で
も
、
特
に

「
往
生
要
集
」
（
三
巻
の
著
者
と
し
て
名
高
い
こ
と
は
、
周
知
の

こ
と
で
あ
る
。

僧
都
は
大
和
国
葛
城
郡
に
生
れ
、
七
歳
の
時
父
親
（
卜
部
正
親
）

を
喪
っ
た
の
が
動
機
で
、
叡
山
に
登
り
、
慈
恵
大
師
・
大
僧
正
良
源

の
門
に
入
り
、
十
三
歳
の
時
剃
髪
受
戒
し
て
、
名
を
源
信
と
称
し

た
。
以
後
、
顕
密
の
学
道
に
は
げ
ん
だ
が
、
村
上
天
皇
に
召
さ
れ

て
宮
中
八
講
会
（
「
法
華
経
」
八
巻
を
講
説
す
る
法
会
）
の
講
師
の

一
人
と
な
っ
た
が
、
そ
の
師
良
源
に
似
て
弁
舌
に
勝
れ
、
聞
い
て

称
嘆
し
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
と
云
わ
れ
る
。
僧
都
の
出
家
と
人

と
な
り
に
関
し
て
、
古
来
、
僧
都
の
母
の
道
心
堅
固
が
伝
え
ら
れ

一J

性

生
要
集

の
思
想
的
意
義て

い
る
が
、
八
講
会
に
際
し
て
宮
中
か
ら
賜
わ
っ
た
布
帛
を
母
に

贈
っ
た
と
こ
ろ
、
母
は
喜
ば
ず
、
却
っ
て
誠
め
て
言
う
に
は
、
出

家
し
た
そ
な
た
が
名
利
を
求
め
る
偶
と
な
ら
れ
る
こ
と
は
自
分
の

望
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
か
の
多
武
峯
の
増
賀
聖
の
如
く
名
利
を

仙
郷
し
、
万
人
の
後
世
を
弔
い
、
導
く
こ
と
が
ｎ
分
の
素
志
で
あ

る
と
。
源
信
は
こ
の
母
の
誠
め
に
深
く
自
ら
恥
ぢ
、
爾
後
山
門
を

出
で
ず
、
専
心
修
行
に
勉
励
し
、
後
、
一
条
天
皇
の
御
代
に
権
少

僧
都
に
補
せ
ら
れ
よ
う
と
し
た
と
き
も
、
固
辞
し
て
受
け
ず
、
ひ

た
す
ら
横
川
の
山
符
に
隠
居
し
て
、
写
経
・
著
作
・
修
行
を
こ
と

と
し
た
と
言
わ
れ
る
。

そ
の
著
作
の
主
な
も
の
に
は
、
「
因
明
諭
疏
四
相
違
略
註
釈
」

三
巻
（
三
十
七
歳
）
、
「
往
生
要
集
」
三
巻
（
四
十
四
歳
）
、
「
尊
勝

要
文
」
（
五
十
三
歳
）
、
「
枕
草
子
」
（
六
十
歳
）
、
「
台
宗
疑
問
」
（
六

十
二
歳
）
、
「
大
乗
対
倶
舎
抄
」
十
四
巻
（
六
十
四
歳
）
、
．
乗
要

決
」
三
巻
（
六
十
五
歳
）
、
「
白
骨
観
」
（
七
十
歳
）
、
「
倶
舎
頌
疏

坂
東

性

純
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正
文
」
（
七
十
二
歳
）
、
「
阿
弥
陀
経
略
記
」
（
七
十
三
歳
）
、
「
観
心

略
要
集
」
二
巻
（
七
十
六
歳
）
等
が
あ
り
、
惠
心
僧
都
全
集
五
巻

の
中
に
は
、
大
小
約
九
十
部
の
著
作
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
全
集
に
集
録
さ
れ
て
い
る
す
蕊
へ
て
が
、
僧
都
の
手
に
な
っ

た
も
の
で
は
な
く
、
後
世
僧
都
の
名
に
仮
託
さ
れ
た
も
の
を
も
含

ん
で
い
る
。
こ
の
事
実
は
と
り
も
直
さ
ず
、
僧
都
の
学
問
体
系
の

広
汎
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
大
乗
・
小
乗
・
顕

教
・
密
教
に
亘
る
こ
と
は
、
鎌
倉
期
の
親
揮
が
、
源
信
を
「
源
信

は
広
く
一
代
の
教
を
開
き
、
偏
え
に
安
養
に
帰
し
て
一
切
を
勧
む
」

（
「
教
行
信
証
」
・
行
巻
・
正
信
念
佛
偶
）
と
嘆
じ
た
こ
と
が
思
い

合
わ
さ
れ
る
。

源
信
の
著
作
全
般
を
通
じ
て
窺
え
る
こ
と
は
、
偶
都
が
広
学
博

識
で
、
そ
の
視
野
が
宏
大
で
、
凡
そ
佛
教
学
全
般
に
亘
り
、
凡
庸

な
る
学
僧
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
所
謂
慈

恵
大
師
門
下
四
哲
（
源
信
・
覚
運
・
性
空
・
増
賀
）
の
随
一
に
数

え
ら
れ
、
後
世
、
日
本
天
台
教
学
に
お
け
る
二
大
学
派
（
慧
心
流
．

檀
那
流
）
の
一
方
の
祖
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
浄
土
真
宗
の

七
祖
の
中
、
源
信
は
第
六
祖
に
数
え
ら
れ
、
日
本
の
初
祖
に
位
し

て
い
る
が
、
殊
に
第
七
祖
法
然
は
「
予
往
生
要
集
ヲ
先
達
ト
シ
テ

浄
土
門
二
入
ル
ナ
リ
」
（
古
徳
伝
）
と
自
ら
述
懐
し
て
、
そ
の
思

想
的
系
譜
が
源
信
に
直
接
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
尚

法
然
が
「
往
生
要
集
」
の
真
意
を
得
ん
と
し
て
努
力
し
た
そ
の
研

究
の
足
跡
は
、
法
然
の
所
謂
‐
往
生
要
集
四
部
作
ｌ
「
釈
」
・
「
略

料
簡
」
・
「
料
簡
」
・
「
詮
要
」
ｌ
が
よ
く
示
し
て
い
る
．
源
信
の

著
作
に
於
て
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
因
明
や
倶
舎
等
に
関
す
る
佛

教
の
基
礎
学
的
な
も
の
が
、
か
な
り
大
き
な
地
位
を
占
め
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
日
本
天
台
宗
の
附
杣
伝
教
大
師
の
後
半
生
は
、
奈

良
南
都
の
学
匠
と
の
一
乗
三
乗
椎
実
や
佛
性
論
に
関
す
る
激
し
い

論
争
で
彩
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
天
台
の
学
僧
と
し

て
の
源
信
が
、
天
台
学
・
弥
陀
思
想
関
係
の
著
作
と
並
ん
で
こ
れ

ら
性
相
の
学
を
極
め
て
、
自
己
の
思
想
展
開
の
見
え
ざ
る
基
盤
と

し
て
い
る
こ
と
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
重
要
な
事
実
で
あ
る
。

天
台
の
学
僧
と
し
て
よ
り
は
、
寧
ろ
日
本
浄
土
教
の
流
れ
の
上

に
お
い
て
、
源
信
の
名
を
高
か
ら
し
め
た
も
の
は
言
う
迄
も
な
く

「
往
生
要
集
」
で
あ
る
が
、
天
台
教
学
の
実
践
部
門
た
る
観
心
の

組
織
的
叙
述
は
、
理
論
面
の
主
著
を
．
乗
要
決
」
と
見
る
時
、

「
観
心
略
要
集
」
に
於
て
な
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
「
要
集
」
中
に
は
、
師
釈
二
十
七
部
十
二
文
が
引
か
れ
、
そ

の
中
心
は
浄
影
大
師
の
「
観
経
疏
」
、
天
台
大
師
の
「
十
疑
論
」

を
始
め
と
し
て
、
そ
の
他
は
、
殆
ん
ど
道
紳
・
善
導
・
懐
感
等
の

後
世
所
謂
純
浄
土
系
の
諸
師
の
文
の
み
の
引
用
な
る
に
反
し
、

「
略
要
集
」
は
師
釈
十
八
部
七
十
六
文
の
中
、
天
台
部
は
六
十
八

1勺
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文
の
多
き
に
わ
た
る
が
、
浄
土
教
系
の
人
と
し
て
は
、
道
緯
・
法

照
等
を
用
い
る
も
↑
一
度
も
善
導
を
引
用
せ
ず
、
道
紳
も
僅
か
に

菩
提
心
生
因
の
一
文
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
源
信
が
こ
の
「
略
要

集
」
中
に
於
て
試
み
て
い
る
こ
と
の
中
心
は
、
ど
こ
迄
も
天
台
大

師
智
凱
と
天
台
六
祖
荊
溪
大
師
湛
然
の
「
止
観
」
と
「
弘
決
」
の

学
系
を
祖
述
す
る
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

「
往
生
要
集
」
は
後
世
、
法
然
・
親
欝
の
浄
土
宗
・
浄
土
真
宗

を
生
み
出
す
重
要
な
礎
を
築
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
わ
が
国
平
安

朝
中
期
以
後
の
浄
土
教
信
仰
全
盛
時
代
を
宵
す
直
接
的
動
機
を
な

し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
又
、
そ
の
影
響
は
、
源
氏
物
語
・
栄
華

物
語
・
枕
草
子
・
平
家
物
語
・
源
平
盛
衰
記
・
謡
曲
等
か
ら
浄
瑠

璃
の
知
に
至
る
迄
見
出
さ
れ
、
大
原
三
千
院
の
往
生
極
楽
院
、
日

野
法
界
寺
の
阿
弥
陀
堂
、
宇
治
平
等
院
の
鳳
凰
堂
を
始
め
、
全
国

諸
寺
の
阿
弥
陀
堂
等
の
建
築
に
迄
及
び
、
近
年
に
も
岡
山
・
耕
三

寺
の
六
道
を
模
し
た
洞
窟
、
滋
賀
・
福
田
寺
の
杉
本
哲
郎
画
伯
の

筆
に
な
る
十
界
図
等
に
迄
及
ん
で
い
る
。
所
調
、
二
十
五
菩
朧
来

迎
図
や
；
山
越
阿
弥
陀
の
図
、
又
、
早
来
迎
等
の
来
迎
相
の
弥
陀

像
や
弥
陀
絵
、
地
獄
変
相
の
図
や
地
獄
双
紙
、
十
界
図
等
の
作
品

類
も
こ
の
「
往
生
要
集
」
の
思
想
的
影
響
の
下
に
現
わ
れ
た
視
覚

的
芸
術
の
例
で
あ
る
。
も
と
漢
文
で
書
か
れ
た
「
往
生
要
集
」
は

徳
川
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
普
及
版
と
し
て
作
ら
れ
た
絵

入
和
文
「
往
生
要
集
」
（
三
巻
と
し
て
、
広
く
民
間
に
行
き
亘
る

よ
う
に
な
り
↑
地
獄
・
極
楽
や
六
道
の
観
念
は
遂
に
わ
が
国
民
一

般
か
ら
離
す
こ
と
の
で
き
ぬ
思
想
信
仰
を
形
作
る
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
様
に
「
往
生
要
集
」
の
日
本
の
宗
教
思
想
に
及
ぼ
し
た
影

響
の
特
色
は
、
文
学
・
美
術
・
建
築
等
の
視
覚
芸
術
・
造
形
美
術

に
対
す
る
影
響
の
蝦
し
さ
、
広
汎
さ
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
所

調
、
禅
美
術
、
密
教
美
術
に
対
応
す
る
浄
土
教
美
術
の
大
部
分
が

こ
の
源
信
の
「
往
生
要
集
」
の
影
響
を
陰
に
陽
に
受
け
て
い
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
浄
土
三
部

経
に
描
か
れ
た
極
楽
浄
土
の
荘
厳
、
弥
陀
の
来
迎
、
並
び
に
「
要

集
」
の
冒
頭
に
詳
し
く
述
葡
へ
ら
れ
た
六
道
の
模
様
を
、
視
覚
的
に

表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
わ
け
て
も
数
多
の
彫
像
・
絵
画
が
そ
の

制
作
を
源
信
僧
都
に
坂
し
て
い
る
事
実
は
注
目
さ
る
蕪
へ
き
で
あ
る
。

「
往
生
要
集
」
の
描
成
は
十
の
大
文
（
十
章
）
か
ら
成
っ
て
い

る
。
即
ち
、
Ｈ
厭
離
微
土
、
㈲
欣
求
浄
土
、
白
極
楽
の
証
拠
、

四
正
修
念
佛
；
㈲
助
念
の
方
法
、
㈲
別
時
念
佛
、
㈲
念
佛
の
利
益

㈹
念
佛
の
証
拠
、
㈹
往
生
の
諸
行
、
㈹
問
答
料
簡
、
で
あ
る
。
こ

の
中
、
法
然
の
「
詮
要
」
に
よ
れ
ば
、
国
か
ら
㈹
迄
の
六
文
は

「
念
佛
往
生
」
を
明
か
す
諸
文
で
あ
り
、
伽
は
「
諸
行
往
生
」
を

一
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明
か
し
、
従
っ
て
十
文
全
体
は
け
厭
離
微
土
、
○
欣
求
浄
土
、
国

念
佛
往
生
、
倒
諸
行
往
生
、
田
問
答
料
簡
の
五
文
に
分
け
ら
れ
う

る
の
で
あ
る
。
巻
頭
の
源
信
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
往
生
極
楽
と
い

う
こ
と
が
万
人
の
版
す
べ
き
道
で
あ
る
こ
と
、
し
か
る
に
そ
の
道

は
多
く
の
岐
路
に
別
れ
て
お
り
、
智
慧
が
す
ぐ
れ
て
努
力
精
進
し

う
る
人
は
と
も
か
く
、
測
れ
た
末
の
世
に
あ
る
自
分
ご
と
き
の
頑

迷
で
愚
か
な
者
に
は
覚
束
ぬ
。
そ
れ
故
末
代
の
目
と
な
り
足
と
‐
も

な
る
真
に
頼
る
、
へ
き
念
佛
の
一
門
を
中
心
の
眼
Ⅱ
と
し
て
、
そ
れ

に
関
係
の
あ
る
大
切
な
文
章
を
経
論
か
ら
抜
粋
し
て
編
纂
し
た
の

が
、
こ
の
書
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
序
文
の
末
尾
に
「
之
を
座

右
に
置
い
て
廃
忘
に
倣
え
ん
」
と
結
ん
で
い
る
か
ら
し
て
、
四
十

四
歳
に
し
て
こ
の
害
を
著
し
て
後
は
、
七
十
六
歳
に
し
て
現
身
の

往
生
の
素
懐
を
遂
げ
る
迄
親
し
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
察
せ
ら

れ
る
。
し
か
し
一
面
天
台
の
流
れ
の
中
に
出
ら
れ
た
僧
都
が
、
夙

に
念
佛
信
仰
に
心
を
寄
せ
、
永
ら
く
研
学
修
行
さ
れ
た
結
果
と
し

て
の
文
証
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

源
信
の
浄
土
系
の
思
想
的
系
譜
に
関
し
て
顕
苓
な
こ
と
は
、
普

通
浄
土
真
宗
の
七
祖
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
祖
師
方
の
中
、
曇
鶯
の

影
が
極
め
て
薄
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
大
無
量
寿
経
」

の
味
読
に
当
り
、
親
鶯
が
天
親
・
曇
鶯
の
解
釈
の
影
響
を
強
く
受

け
て
い
る
と
い
う
後
世
の
歴
史
的
事
実
に
照
し
合
わ
せ
て
み
る
時
、

源
信
の
特
質
の
一
つ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
第
十
文

の
問
答
料
簡
の
中
で
、
源
信
が
挙
げ
て
い
る
「
念
佛
に
相
応
せ
る

教
文
」
と
称
さ
れ
る
経
論
の
中
に
は
曇
鶯
の
著
作
は
見
出
せ
な
い
。

又
、
要
集
中
の
「
諭
註
」
の
名
は
道
紳
か
ら
の
引
用
中
に
漸
く
姿

を
表
わ
す
に
留
る
。
こ
れ
に
反
し
、
源
信
に
は
善
導
・
道
練
の
影

響
の
方
が
よ
り
顕
著
で
あ
る
。

「
要
集
」
中
の
第
四
文
・
正
修
念
佛
は
世
親
の
「
無
量
寿
経
優

婆
提
舎
願
生
偶
」
中
の
五
念
門
に
依
っ
て
、
念
佛
の
教
え
の
実
践

門
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
礼
拝
・
讃
歎
・
廻
向
の
各
門
は
比

較
的
短
く
取
扱
わ
れ
て
い
る
に
反
し
、
作
願
・
観
察
の
二
門
は
詳

述
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
作
願
門
を
明
か
す
に
当
っ
て
は
、
二
十
対

の
問
答
形
式
を
以
て
菩
提
心
の
解
明
に
充
て
、
観
察
門
の
別
相
観

に
於
て
は
、
阿
弥
陀
佛
の
相
好
の
四
十
二
種
好
を
観
佛
三
昧
経
に

依
っ
て
逐
一
列
挙
し
て
い
る
。
殊
に
第
五
門
の
廻
向
は
、
主
と
し

て
「
大
智
度
論
」
に
拠
っ
て
、
力
の
廻
向
の
み
明
か
し
て
お
り
、

親
鴬
が
「
教
行
信
証
」
の
証
巻
に
於
て
「
論
註
」
に
依
っ
て
展
開

し
て
い
る
他
力
の
廻
向
の
思
想
は
未
だ
こ
こ
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

還
相
廻
向
の
全
面
的
な
弁
証
法
的
意
義
口
即
ち
願
作
佛
心
即
度

①

衆
生
心
と
い
う
Ｉ
は
こ
こ
に
は
未
だ
現
わ
れ
ず
、
自
力
の
廻
向

の
思
想
と
、
そ
の
裏
付
け
と
し
て
、
願
作
佛
心
が
薩
婆
若
心
、
即

ち
発
菩
提
心
を
意
味
す
る
と
の
指
摘
が
あ
る
の
み
で
、
発
願
と
廻
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同
と
は
別
箇
の
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
。

天
台
門
の
観
心
の
教
学
の
影
響
を
強
く
受
け
た
源
信
に
、
作
願

と
観
察
の
か
か
る
重
視
が
あ
る
の
は
、
け
だ
し
当
然
の
こ
と
と
云

え
る
て
あ
ろ
う
。

こ
の
様
に
「
往
生
要
集
」
の
背
景
と
な
る
顕
著
な
思
想
的
影
響

の
誠
い
経
は
、
「
大
無
量
寿
経
」
や
「
阿
弥
陀
経
」
で
は
な
く
、

ふ
、
刻
弄
Ⅱ
Ⅱ

む
し
ろ
「
観
佛
三
味
経
」
や
「
観
無
量
寿
経
」
で
あ
る
こ
と
力
久

ら
れ
る
。
又
↑
作
願
門
に
於
て
、
「
大
無
量
寿
経
」
の
四
十
八
願

等
は
一
度
も
言
及
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
源
信
の
作
願
の

中
心
は
、
「
思
益
梵
天
所
間
経
」
や
「
荘
厳
菩
提
心
経
」
等
所
説

の
縁
埋
の
作
願
の
色
彩
が
極
め
て
濃
厚
で
あ
る
。

「
往
生
要
集
」
の
念
佛
の
性
格
は
遥
か
に
は
断
定
し
難
い
暖
昧

さ
を
宿
し
て
い
る
。
第
五
文
・
助
念
の
方
法
の
第
七
・
総
結
要
行

の
段
に
於
て
、
「
上
の
諸
門
の
中
に
、
陳
ぶ
る
と
こ
ろ
既
に
多
し
。

未
だ
知
ら
ず
、
何
れ
の
業
を
か
性
生
の
要
と
す
る
」
と
い
う
問
い

を
提
出
し
て
、
源
信
は
、
「
大
菩
提
心
と
、
三
業
を
護
る
と
、
深
く

信
じ
誠
を
至
し
て
常
に
佛
を
念
ず
る
と
は
、
願
に
随
っ
て
決
定
し

て
極
楽
に
生
る
。
況
や
復
た
、
余
の
諸
の
妙
行
を
具
せ
ん
を
や
」

と
溶
え
、
続
い
て
の
間
、
「
何
が
故
に
、
此
れ
等
を
往
生
の
要
と

す
る
」
に
は
、
「
卜
往
生
の
業
に
は
、
念
佛
を
以
て
本
と
為
す
。

、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、

其
の
念
佛
の
心
は
、
必
ず
須
ら
く
理
の
如
く
す
べ
し
。
ｌ
‐
一
と

答
え
て
い
る
（
傍
点
筆
者
）
。
こ
こ
で
考
え
合
わ
さ
れ
る
、
へ
き
こ
と
は

「
要
集
」
の
中
心
と
見
ら
れ
る
第
四
正
修
念
佛
文
の
中
、
殊
に
第

四
観
察
門
の
冒
頭
の
言
葉
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
観
察
門
を
開
示
す

る
意
図
と
考
え
ら
れ
る
源
信
の
心
境
が
伺
え
る
。
即
ち
「
観
察
門

と
は
、
初
心
の
観
行
は
、
深
奥
に
堪
え
ず
。
ｌ
ｉ
渚
の
「
経
」
の

中
に
、
初
心
の
人
の
為
に
は
、
多
く
、
相
好
の
功
徳
を
税
け
り
。
是

の
故
に
、
今
当
に
色
相
観
を
修
す
雫
へ
し
」
と
云
っ
て
‐
別
相
観
・

総
相
観
・
雑
略
観
の
三
法
を
順
次
に
明
か
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
細
よ
り
鹿
へ
、
難
よ
り
易
へ
の
順
で
あ
り
、
遂
に
観
相
を
混

え
な
い
称
名
念
佛
に
迄
推
し
進
め
ら
れ
る
。
即
ち
「
略
の
故
に
述

令
へ
ざ
り
し
か
ど
も
、
佛
を
念
じ
已
っ
て
後
は
、
応
に
二
菩
薩
を
観

ず
。
へ
し
。
或
は
名
号
を
称
え
よ
、
多
少
は
意
に
随
へ
」
と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
順
序
は
、
善
導
大
師
が
対
象
を
持
た
ぬ
理
観
を
去
っ

て
、
有
相
の
事
観
を
定
め
て
、
遂
に
一
向
専
称
の
念
佛
に
版
せ
し

め
た
行
き
方
を
正
し
く
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
源
信
の
目
ざ

し
て
い
た
も
の
は
、
疑
い
も
な
く
劣
機
の
者
の
為
の
有
相
の
事
観

で
あ
る
。
し
か
し
、
「
要
集
」
中
の
核
心
に
ふ
れ
る
箇
処
で
は
、

理
観
へ
の
執
を
全
面
的
に
破
棄
す
る
迄
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の

「
要
集
」
に
於
け
る
源
信
の
念
佛
観
の
腰
味
性
は
、
別
著
「
観
心

略
要
集
」
に
於
け
る
明
確
な
理
観
先
行
主
義
と
頗
る
対
遮
的
で
あ

る
。
即
ち
「
略
要
集
」
中
第
二
の
寄
二
念
佛
一
明
二
観
心
一
章
で
は
、
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「
阿
弥
陀
の
三
字
に
於
て
空
・
仮
・
中
の
三
諦
を
観
ず
可
き
な
り
」

と
、
は
っ
き
り
と
理
観
の
念
佛
を
咄
逆
し
て
い
る
。

こ
こ
で
再
び
考
え
合
わ
さ
る
、
へ
き
こ
と
は
、
「
略
要
集
」
が
、

「
要
集
」
の
著
わ
さ
れ
て
か
ら
三
十
二
年
を
経
過
し
て
成
立
し
た

②

と
い
う
事
実
で
あ
る
。
更
に
「
要
集
」
に
お
け
る
源
信
の
念
佛
の

性
格
の
媛
味
性
の
其
の
後
に
辿
っ
た
経
路
は
，
「
略
要
集
」
の
結

末
に
於
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
源
信
は
云
う
、
「
念
佛
は
必
ず

か
な
ら

し
も
理
観
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
要
ず
之
往
生
す
と
。
散
乱
の
中
の

念
佛
な
り
と
雌
も
，
只
誠
心
を
用
い
む
に
は
、
遂
に
引
摂
を
蒙
ら

ん
」
と
。
こ
こ
で
は
‐
誠
心
と
い
う
条
件
を
附
し
た
上
で
、
蠅
観

に
非
ざ
る
念
佛
の
功
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
す
ぐ
直
後

に
於
て
、
「
尚
を
真
の
善
知
識
に
従
っ
て
、
速
か
に
円
観
の
念
佛

を
修
習
す
↑
へ
き
な
り
」
と
述
ゞ
へ
て
い
る
。
そ
し
て
、
更
に
次
の
間

の
答
え
の
中
で
、
「
何
ん
人
が
初
心
従
り
即
ち
理
を
得
た
る
や
。

事
を
以
て
初
門
と
為
し
て
、
理
観
を
習
う
可
き
な
り
」
と
断
じ
て

い
る
。
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
、
事
観
よ
り
は
理
観
を
、
達
成
さ
る

べ
き
標
準
と
し
て
設
定
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
が
ら
に
徴
し
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
源
信
の
念
佛

の
性
格
が
、
根
機
の
劣
る
者
を
勘
考
し
た
場
合
は
有
和
か
ら
無
相

へ
と
導
か
れ
る
称
名
念
佛
を
す
す
め
、
自
身
を
頑
魯
の
劣
機
に
置

き
つ
つ
も
、
理
観
の
観
念
の
念
佛
を
あ
く
迄
も
指
向
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
観
の
有
相
の
念
佛
は
、
「
略
要
集
」
に
述

、
へ
ら
れ
た
理
想
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
理
観
に
進
む
尋
へ
き
、

準
備
段
階
の
位
置
に
留
ま
る
が
ご
と
く
に
見
ら
れ
う
る
。
し
か
し

一
切
衆
生
の
平
等
の
救
済
と
い
う
浄
土
教
本
来
の
目
ざ
す
大
乗
的

見
地
か
ら
し
た
場
合
は
、
必
然
的
に
無
相
の
称
名
念
佛
が
優
位
に

立
た
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
源
信
の
自
覚
内
容
に
は
明

ら
か
に
認
め
う
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
あ
く
迄
も

劣
れ
る
者
と
し
て
の
蔑
ま
れ
た
位
置
に
あ
り
、
法
然
・
親
鴬
に
至

っ
て
始
め
て
前
面
に
推
し
出
さ
れ
る
悪
人
正
機
の
先
駆
的
役
割
を

果
す
と
い
う
意
義
に
留
ま
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道

紳
・
善
導
と
連
な
る
浄
土
教
の
主
流
を
積
極
的
に
採
択
し
、
法
然

の
継
承
へ
の
重
要
な
水
路
を
お
し
開
い
た
意
義
は
特
筆
さ
れ
て
然

る
ゞ
へ
き
で
あ
ろ
う
。
法
然
に
於
け
る
選
択
、
親
獅
に
於
け
る
廻
向

の
意
義
の
全
面
的
展
開
は
、
後
代
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と

は
言
え
、
源
信
の
天
台
の
学
匠
と
し
て
の
歴
史
的
境
涯
に
も
拘
ら

ず
、
極
重
悪
人
を
外
に
見
ず
、
常
に
吾
が
内
に
見
て
エ
リ
ー
ト
と

し
て
の
位
惟
に
の
み
留
ら
ず
、
念
佛
信
仰
の
幅
広
き
展
冊
の
礎
を

据
え
た
事
業
は
‐
日
本
浄
土
教
史
上
に
劃
期
的
な
貢
献
を
為
し
た

こ
と
は
否
め
な
い
事
実
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
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「
要
集
」
に
お
け
る
特
質
と
し
て
、
そ
の
念
佛
思
想
の
持
つ
歴

史
的
な
役
割
と
並
ん
で
、
無
視
す
る
こ
と
の
出
来
ぬ
も
の
は
、
そ

の
冒
頭
に
展
開
さ
れ
る
六
道
の
真
に
迫
る
描
写
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

迄
も
、
「
要
集
」
に
お
け
る
こ
の
部
分
は
、
多
く
の
識
者
の
注
目

を
浴
び
た
の
み
な
ら
ず
、
民
間
に
も
絵
草
子
の
類
い
や
、
地
獄
変

相
の
図
や
地
獄
双
紙
、
十
界
図
の
仲
立
ち
に
よ
り
、
か
な
り
知
れ

亘
る
様
に
な
り
、
屡
女
ダ
ン
テ
の
「
神
曲
」
な
ど
と
も
比
較
さ
れ

た
。
「
大
無
量
寿
経
」
の
下
巻
に
描
か
れ
た
三
毒
・
五
悪
段
と
並

ん
で
、
娑
婆
の
現
実
界
の
相
を
克
明
に
描
き
つ
く
し
て
い
る
感
が

あ
る
。
「
要
集
」
の
描
写
の
「
大
経
」
の
三
毒
・
五
悪
段
の
教
説

と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
人
間
界
の
み
な
ら
ず
、
凡
そ
迷
界
の
六
進

と
調
わ
れ
て
い
る
各
占
の
境
界
の
相
が
、
こ
こ
で
は
委
曲
を
尽
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
尤
も
六
巡
中
の
人
道
は
、
不
浄
・
苦
無

常
の
三
つ
の
視
角
か
ら
人
道
の
本
質
を
示
し
た
も
の
で
、
他
の
五

逆
の
何
れ
も
、
日
常
的
な
、
こ
の
娑
裟
界
の
人
間
の
精
神
的
側
而

を
示
し
た
も
の
て
あ
る
点
、
全
く
別
箇
の
も
の
と
は
言
え
な
い
。

Ａ
・
Ｋ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、
曾
て
、
「
往
生
要
集
」
の
十
文

中
、
第
一
、
第
二
の
「
厭
離
微
土
」
篇
と
「
欣
求
浄
土
」
篇
を

英
訳
し
、
源
信
の
抄
文
を
通
し
て
、
そ
こ
に
述
、
へ
ら
れ
て
い
る
東

洋
の
地
獄
・
極
楽
の
思
想
と
、
ダ
ソ
テ
の
「
神
曲
」
の
そ
れ
と
の

比
較
対
照
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
比
較
の
試
み
の
妥
当
性
は
と
も

角
と
し
て
、
異
っ
た
伝
統
中
の
似
通
っ
た
思
想
的
所
産
の
比
較
か

ら
導
き
出
さ
れ
た
結
果
は
、
我
次
の
当
然
と
見
倣
し
て
普
通
看
過

し
て
い
る
も
の
を
指
摘
し
て
く
れ
る
点
で
、
甚
だ
興
味
深
い
も
の

が
あ
る
。
簡
略
に
そ
の
要
点
の
中
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
挙
げ

る
と
、
㈲
ダ
ン
テ
の
場
合
は
、
堕
獄
者
の
個
性
が
以
前
と
変
り
な

く
、
ど
こ
迄
も
保
た
れ
て
い
る
の
に
反
し
、
源
信
の
場
合
は
、
堕

獄
者
は
個
性
的
で
な
く
（
描
肌
を
も
た
ず
）
、
む
し
ろ
類
型
的
で
あ
る

と
い
う
。
ロ
ダ
ソ
テ
の
描
く
地
獄
の
入
口
に
は
、
「
こ
こ
に
入
り

来
る
者
、
す
、
へ
て
の
望
み
を
断
つ
＄
へ
し
」
と
書
か
れ
て
あ
る
よ
う

に
、
そ
の
地
獄
は
永
遠
の
呪
川
一
・
処
罰
の
場
処
で
あ
っ
て
再
び
出

る
こ
と
は
な
い
の
に
反
し
、
源
信
の
場
合
は
、
堕
獄
者
は
有
限
の

時
間
だ
け
留
り
、
業
が
尽
き
れ
ば
、
脱
け
出
ら
れ
る
可
能
性
を
も

っ
て
い
る
こ
と
。
従
っ
て
源
信
の
場
合
の
地
獄
は
、
ダ
ン
テ
の
地

パ
ー
ガ
ト
リ
ー

獄
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
そ
の
浄
罪
界
に
相
当
す
る
と
云
う
。

白
又
、
七
宝
荘
厳
な
ど
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
華
麗
な
浄
土
の
描
写

は
、
源
信
の
、
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
大
乗
佛
教
経
典
に
通
ず

る
特
質
で
あ
り
、
か
か
る
描
き
方
は
ダ
ソ
テ
の
天
国
の
場
合
、
は

③

る
か
に
控
え
目
で
あ
る
と
い
う
。
二
人
に
共
通
す
る
の
は
描
写
の

型
に
は
ま
っ
た
単
調
性
で
あ
る
と
も
述
舎
へ
て
い
る
。
勿
論
ダ
ン
テ

と
源
信
と
の
対
照
は
、
個
人
的
な
し
、
ヘ
ル
に
留
る
も
の
で
は
な
く

源
信
の
場
合
は
、
「
往
生
要
集
」
は
広
く
大
乗
佛
教
思
想
の
反
映
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で
あ
り
、
そ
の
背
景
は
佛
教
に
限
ら
ず
、
そ
れ
以
前
の
ヴ
ェ
ー
ダ

時
代
、
更
に
は
そ
れ
以
前
の
時
代
に
迄
遡
り
う
る
東
洋
の
太
古
か

ら
の
伝
承
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
見
る
ゞ
へ
き
で
あ
ろ
う
。
又
、

ダ
ン
テ
の
場
合
も
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
以
後
の
キ
リ
ス
ト
教
思

想
の
反
映
に
留
る
も
の
で
は
な
く
、
更
に
そ
れ
以
前
の
思
想
的
伝

統
を
荷
負
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は

ラ
イ
シ
ャ
ワ
叩
の
行
っ
た
試
み
の
一
端
を
紹
介
し
た
迄
で
あ
る
が

か
か
る
問
題
点
を
緒
口
と
し
て
、
広
く
東
西
両
洋
の
差
異
・
類
似
点

の
比
較
討
究
が
押
し
進
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
相
互
に
啓
蒙
さ
れ
る

処
多
大
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
尚
、
天
や
地
獄
に
関

す
る
記
述
が
、
東
洋
に
於
て
は
佛
教
の
大
小
乗
・
阿
含
・
原
始

④

聖
典
に
於
て
既
に
見
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
佛
教
以
外
で
も
説

か
れ
て
い
た
こ
と
も
疑
い
な
い
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て

宇
井
伯
寿
博
士
は
、
そ
の
著
・
「
印
度
哲
学
研
究
」
（
三
）
中
の
「
阿

含
に
現
わ
れ
た
る
梵
天
」
に
於
て
、
天
に
関
す
る
阿
含
の
記
述
が
、

佛
陀
に
坂
せ
ら
る
《
へ
き
も
の
で
な
く
、
ウ
。
〈
ニ
シ
ャ
ッ
ド
系
統
の

婆
羅
門
以
外
の
修
定
主
義
者
の
考
え
出
し
て
説
い
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
考
証
さ
れ
て
い
る
し
、
又
、
四
禅
・
四
無
色
定
が
佛
陀
の

以
前
又
は
当
時
す
で
に
説
か
れ
て
い
た
も
の
な
る
こ
と
は
、
六
十

二
見
中
に
存
す
る
の
で
明
ら
か
で
あ
り
、
又
、
四
天
王
乃
至
非
想

非
友
想
処
天
並
び
に
多
く
の
地
獄
な
ど
も
、
当
時
佛
教
の
外
で
説

か
れ
て
い
た
こ
と
も
疑
い
な
く
、
従
っ
て
三
界
の
説
も
亦
こ
れ
ら

の
問
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
一
へ
て
お
ら
れ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
源
信
僧
都
が
何
故
六
道
の
詳
細

な
描
写
を
多
数
の
経
論
の
中
か
ら
選
び
出
し
＄
か
な
り
の
紙
数
を

費
し
て
「
要
集
」
の
冒
頭
に
掲
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
僧
都
は
こ
れ
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
棲
む
娑
婆
界
が

厭
う
べ
き
微
土
な
る
聯
を
徹
底
的
に
知
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

万
人
の
念
佛
信
仰
に
入
る
出
発
点
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

六
道
の
拙
写
は
、
明
ら
か
に
、
単
に
わ
れ
わ
れ
の
理
性
．
乃
至
は

知
性
へ
の
訴
え
か
け
で
は
な
い
。
僧
都
は
、
冒
頭
の
序
文
の
中
で

表
白
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
頑
魯
」
の
自
覚
を
以
て
こ
の
一
篇

を
著
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
頑
魯
の
性
格
は
、
人
間
が
、
否
自
己

が
感
覚
の
支
配
か
ら
自
由
で
な
い
と
い
う
自
覚
を
離
れ
て
は
あ
り

得
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
感
官
の
束
縛
が
岨
悩
で
あ
り
、
そ
れ
に

繋
縛
さ
れ
て
悩
む
姿
を
明
確
に
写
し
出
し
た
も
の
が
‐
六
道
の

苦
・
無
常
相
で
あ
る
と
感
じ
と
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
よ
っ
て
、

「
之
を
座
右
に
置
い
て
廃
忘
に
備
え
ん
」
と
あ
る
記
述
か
ら
も
知

ら
れ
る
通
り
、
こ
の
六
道
の
描
写
は
、
悩
み
苦
し
む
世
間
一
般
の

人
に
示
さ
ん
が
為
、
と
い
う
よ
り
は
、
寧
ろ
、
自
ら
に
示
さ
ん
が

為
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
否
、
む
し
ろ
、
頑
魯
の

自
覚
の
上
に
わ
が
こ
と
と
映
じ
た
結
果
が
↑
経
諭
の
中
か
ら
の
こ
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れ
ら
の
文
の
摘
抄
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

人
間
は
、
何
よ
り
も
差
別
に
悩
む
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
は
各
種

の
煩
悩
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
差
別
相
に
悩
む
者
の
救
い
の
手
が

か
り
は
、
必
然
的
に
、
具
象
的
な
も
の
と
な
る
。
形
を
超
え
た
抽

象
的
な
観
念
は
余
り
に
も
間
接
的
な
手
だ
て
な
の
で
あ
る
。
若
し

救
わ
る
今
へ
き
者
が
、
高
度
の
知
性
を
備
え
た
無
相
の
教
え
を
観
念

し
う
る
者
の
み
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
六
道
に
描
か
れ
た
よ
う
な
具

象
的
、
差
別
的
な
苦
相
の
仲
立
ち
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に

高
度
の
知
性
を
身
に
つ
け
た
選
ば
れ
た
者
と
雌
も
、
所
詮
は
、
生

身
の
持
主
で
あ
り
、
老
病
死
の
無
常
の
風
に
曝
さ
れ
、
感
覚
の
迷

い
か
ら
無
縁
と
は
な
り
得
ぬ
存
在
で
あ
る
。
僧
都
は
自
己
の
中
に

か
か
る
人
間
と
し
て
の
限
界
を
骨
身
に
泌
み
て
痛
感
さ
れ
て
い
た

に
違
い
な
い
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
「
予
が
如
き
頑
魯
の
者
」
と
い
う

一
言
が
告
白
出
来
た
の
で
あ
る
。
決
し
て
自
己
以
外
の
知
性
の
低

い
愚
此
の
為
の
老
婆
心
か
ら
、
六
道
を
掲
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
普
通
人
は
青
年
・
老
人
・
幼
児
・
男
・
女
．

善
人
・
悪
人
・
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
等
の
差
別
を
為
し
、
個
体

化
し
、
且
つ
そ
れ
ら
を
自
己
の
外
に
見
よ
う
と
す
る
。
又
か
か
る

分
別
に
余
り
に
も
馴
れ
て
い
る
。
自
己
を
離
れ
て
別
箇
に
存
在
す

る
個
体
と
見
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
深
く
思
惟
す
れ
ば
す
る
程

こ
れ
ら
の
一
女
は
皆
我
が
内
に
間
違
い
な
く
存
在
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
「
地
獄
」
の
悲
惨
な
苦
し
み
の
相
は

我
友
に
単
に
善
因
善
果
・
悪
因
悪
果
の
因
果
の
道
理
を
教
訓
と
し

て
教
え
る
に
留
る
も
の
で
は
な
い
。
「
正
法
念
処
経
」
の
中
に
於

て
獄
卒
を
し
て
云
わ
し
め
て
い
る
言
葉
、
「
火
の
焼
く
は
是
れ
焼

く
に
非
ず
、
悪
業
乃
ち
是
れ
焼
く
な
り
」
、
及
び
、
経
典
の
述
舎
へ
る

さ
か

「
炎
の
燃
ゆ
る
こ
と
熾
盛
ん
な
る
は
、
彼
の
人
所
作
の
悪
業
の
勢

力
な
り
」
等
は
、
形
を
以
て
形
を
超
え
た
世
界
の
消
息
を
知
ら
し

め
、
形
而
下
の
相
を
以
て
、
形
而
上
の
道
理
の
世
界
へ
、
我
左
を

し
て
覚
叫
せ
し
め
る
。
浬
梁
は
元
よ
り
形
を
超
え
た
世
界
で
あ
る
。

浄
土
往
生
と
は
、
形
に
捉
わ
れ
た
世
界
か
ら
、
そ
れ
を
超
え
た
世

界
へ
の
移
行
に
他
な
ら
な
い
が
、
真
の
住
は
不
往
の
住
で
あ
る
こ

と
を
形
に
捉
わ
れ
た
者
は
納
得
す
る
事
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で

形
・
相
を
通
じ
て
の
拙
写
が
不
可
欠
の
怠
義
を
術
び
る
に
至
る
の

で
あ
る
。

感
覚
は
人
間
を
支
配
す
る
。
こ
れ
は
感
覚
の
力
が
理
性
・
知
性

を
誇
る
人
間
を
支
配
し
、
上
位
に
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ

る
。
救
済
と
は
、
こ
の
支
配
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

即
ち
、
浬
藥
の
境
界
が
人
間
の
上
に
超
え
す
ぐ
れ
て
い
る
と
す
れ

ば
、
瓶
悩
の
威
力
は
、
人
間
の
下
に
超
え
勝
っ
て
い
る
と
言
う
こ

と
が
出
来
る
。
こ
の
形
而
上
的
な
超
越
を
有
相
の
捉
わ
れ
を
脱
し

え
な
い
者
に
語
る
方
法
は
、
天
上
・
地
下
と
い
う
表
現
に
訴
え
ざ
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る
を
得
な
い
。
よ
っ
て
快
い
感
官
の
支
配
、
激
し
い
悪
魔
的
な
負

欲
・
愼
志
の
力
の
支
配
は
、
地
の
上
、
地
の
下
と
表
わ
さ
れ
る
に

至
る
。
こ
れ
に
気
付
か
さ
れ
る
事
至
難
で
あ
る
事
実
は
、
そ
の
表

現
を
地
の
下
何
十
由
旬
と
い
う
様
に
更
に
更
に
地
下
と
い
う
風
に

と
る
に
至
る
。

又
、
観
想
す
ゞ
へ
き
佛
も
、
無
限
絶
対
で
あ
る
限
り
は
、
有
限
な

人
間
の
思
惟
を
超
え
る
も
の
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
無
限
と
い

う
表
現
は
、
形
相
に
捉
わ
れ
た
有
限
の
人
間
に
は
、
何
ら
の
意
味

を
も
表
さ
な
い
。
よ
っ
て
無
限
の
佛
は
、
有
限
の
人
間
の
形
相
に

な
ぞ
ら
え
て
、
髪
＄
眼
、
眉
、
額
、
鼻
、
唇
、
歯
、
舌
、
咽
喉
、

頸
、
腹
、
臂
、
指
‐
胸
、
手
等
の
有
相
に
描
か
れ
、
先
》
っ
そ
の
形

を
縁
と
し
て
、
形
を
超
え
る
事
が
薦
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
称
名
・

念
佛
に
先
立
っ
て
説
か
れ
て
い
る
観
佛
で
あ
る
。

六
迫
の
相
が
決
し
て
六
種
類
の
人
間
の
迷
い
の
狐
型
に
は
止
ら

ぬ
よ
う
に
、
佛
の
三
十
二
相
八
十
随
形
好
も
、
決
し
て
か
か
る
有

限
の
種
別
に
は
止
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
佛
の
有
相
的
表
現
も
、
六
道

の
有
相
的
描
写
も
、
共
に
何
を
指
向
す
る
か
と
言
え
ば
、
凡
て
こ

れ
一
人
間
の
内
蔵
す
る
無
限
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
も
の
に
外
な

ら
な
い
。
つ
ま
り
、
有
限
者
の
持
つ
無
限
の
可
能
性
、
即
ち
、
佛

性
の
こ
と
で
あ
る
。
六
道
の
有
相
は
と
り
も
な
お
さ
ず
煩
悩
の
相

⑤

に
あ
る
佛
性
の
奥
行
き
を
示
し
、
佛
の
三
十
二
相
は
そ
の
儘
佛
性

の
無
限
性
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
が
別
友
個
女
で

あ
っ
て
ど
う
し
て
も
同
一
視
す
る
事
が
出
来
ぬ
境
位
が
、
と
り
も

直
さ
ず
未
開
見
の
凡
夫
性
で
あ
る
。
こ
の
自
己
同
一
を
一
挙
に
直

観
せ
ん
と
計
る
企
て
が
、
即
ち
無
相
の
理
観
に
外
な
ら
な
い
。
源

信
の
究
極
の
理
想
と
す
る
理
観
の
境
涯
に
あ
っ
て
は
、
六
道
乃
至

は
有
相
的
な
佛
身
・
浄
土
の
描
写
は
、
も
は
や
神
話
で
は
な
く
、

歴
友
た
る
現
実
の
わ
が
身
自
体
に
外
な
ら
な
い
。
佛
が
問
題
と
な

る
と
い
う
こ
と
は
，
実
は
自
己
が
問
題
と
な
る
こ
と
に
外
な
ら
ず

そ
の
自
己
の
深
さ
は
そ
の
ま
ま
佛
の
果
し
な
き
無
限
性
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
自
己
」
は
直
接
的
に
は
表
わ
す
こ
と
が
し
か
く
容

易
で
は
な
い
。
真
に
こ
の
自
己
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の
無
限
な
る

深
さ
を
自
覚
す
る
こ
と
に
曲
ら
ず
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
六
道

を
他
人
の
上
の
出
来
ご
と
と
し
て
し
か
見
ら
れ
ぬ
程
度
に
、
そ
の

程
度
に
自
己
は
自
己
に
無
知
で
あ
る
と
言
わ
れ
よ
う
。
換
言
す
れ

ば
、
六
道
の
神
話
性
を
感
ず
る
程
度
に
、
そ
の
程
度
に
、
我
は
有

相
の
境
界
に
留
っ
て
お
り
、
そ
の
程
度
に
、
浄
土
は
、
非
現
実
的

な
神
話
の
世
界
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

有
相
に
な
ず
む
凡
夫
に
と
っ
て
は
亦
、
厭
離
職
土
は
欣
求
浄
土

の
た
め
の
予
備
段
階
で
し
か
な
い
。
微
土
を
厭
離
す
る
こ
と
が
、

浄
土
を
欣
求
す
る
た
め
の
条
件
に
留
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
の
限
り

往
生
は
な
い
。
実
は
欣
浄
の
切
実
さ
そ
の
も
の
が
、
脈
概
の
深
さ
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を
証
明
し
、
厭
微
は
欣
浄
の
表
わ
れ
で
あ
り
、
欣
浄
は
厭
微
の
他

な
ら
ぬ
当
体
で
あ
る
の
で
あ
る
。
朏
微
と
欣
浄
と
が
別
だ
の
出
来

ご
と
に
留
る
間
は
、
六
道
も
浄
土
の
相
も
、
神
話
と
し
て
留
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
古
代
人
の
原
始
的
な
幻
想
の
拙
い
表
現
で
し
か
な

い
の
で
あ
る
。
こ
の
消
息
に
Ｈ
醒
め
る
こ
と
が
無
相
の
理
観
の
境

地
に
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
間
が
感
覚
的
欲
望
の
脳
の

中
に
留
っ
て
い
る
限
り
、
こ
の
目
覚
め
と
は
無
縁
で
あ
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
、
と
い
う
厳
し
い
辿
叫
が
あ
る
。
源
信
は
、
尚
皮
の
知
性
に

恵
ま
れ
、
且
つ
皿
性
的
な
分
別
に
基
く
深
い
学
識
を
身
に
つ
け
て

居
り
つ
つ
、
尚
且
つ
相
対
有
限
の
有
相
的
生
き
方
と
無
縁
に
な
り

切
れ
ぬ
人
間
と
し
て
の
自
己
が
、
六
逆
の
深
淵
を
孕
む
不
安
な
存

在
で
あ
る
｜
」
と
に
目
覚
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
自
己
に

於
い
て
」
無
始
以
来
の
深
淵
を
直
視
し
た
時
、
諸
経
諭
中
に
描
か

れ
て
い
る
六
通
が
、
即
ち
自
己
で
あ
る
こ
と
を
素
直
に
直
観
川
来

た
に
違
い
な
い
。
同
時
に
、
そ
の
岬
こ
そ
、
四
十
二
和
の
暗
示
す

る
佛
の
智
慧
・
慈
悲
の
無
限
性
か
ら
の
呼
び
か
け
を
聞
く
こ
と
力

で
き
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
実
は
、
源
信
に
と
っ
て
安
心
を
淵

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
上
か
ら
に
せ
よ
、
下
か
ら
に
せ
よ
、

ｎ
己
を
超
え
た
世
界
か
ら
の
呼
び
か
け
を
聞
き
得
た
の
で
あ
る
。

源
信
の
こ
の
「
呼
び
か
け
」
を
聞
き
得
る
よ
う
に
な
っ
た
道
が
＄

念
佛
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
法
然
の
所
謂
念
佛
往
生
の
諸
文
が
示
し

て
い
る
。
そ
の
内
景
は
、
決
し
て
、
所
謂
安
心
の
中
に
求
め
ら
れ
、

兄
川
さ
れ
た
安
心
で
は
な
か
っ
た
。
有
限
な
る
人
間
と
し
て
の
弱

さ
、
愚
か
さ
、
不
安
、
悩
み
の
中
に
見
出
さ
れ
た
安
心
で
あ
っ
た
。

絶
対
不
動
の
中
の
安
心
で
な
く
、
不
安
・
動
揺
の
中
に
見
出
し
た

安
心
で
あ
っ
た
事
は
、
そ
の
念
佛
の
内
景
が
事
観
・
理
観
の
問
を

揺
れ
動
き
、
巾
も
そ
の
動
の
中
の
常
に
、
何
処
に
於
て
も
蝦
後
の

頼
り
と
な
る
支
柱
が
念
佛
の
道
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
脱
う
こ
と

が
出
来
る
。

①
第
三
作
願
門
の
初
頭
に
は
、
｝
」
の
諭
註
の
文
は
、
道
紳
の
「
安
楽

柴
」
の
引
用
中
に
見
ら
れ
る
。
こ
こ
は
「
廻
向
」
に
結
び
つ
い
た
コ

ン
テ
ク
ス
ト
の
中
に
現
わ
れ
ぬ
と
い
う
意
味
で
か
く
の
、
へ
た
。

②
外
に
四
十
六
歳
説
も
あ
る
と
云
わ
れ
る
が
、
「
要
集
」
以
後
と
い

う
観
点
か
ら
七
十
六
歳
説
に
従
う
。

③
ン
〆
・
｝
ざ
厨
呂
秒
屋
目
”
①
①
国
昏
旨
・
ｍ
ｏ
宕
尾
○
巴
〕
可
の
ｇ
］
①
鼻
色

目
“
潔
垣
印
（
昌
匝
胃
匡
胃
ご
再
○
℃
四
局
色
（
一
覇
①
（
目
一
息
目
］
‐
胃
〕
繋
扁
丘
○
昌
辨
Ｃ
｛

匡
〕
①
ン
望
胃
ぢ
い
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
『
○
開
］
魚
℃
目
〕
・
く
９
．
句
目
〉
己
①
。
、
胃
畠
Ｐ

月
旦
喝
○
毛
弓
澤
つ
’
四
饅
）

④
大
智
度
論
、
職
伽
諭
、
倶
舎
論
、
正
法
念
経
、
優
婆
塞
戒
経
、
概

佛
三
味
経
、
浬
盤
経
、
大
熊
経
、
六
波
維
張
経
、
長
阿
含
経
、
増
一

阿
含
経
、
法
句
経
、
等
。

⑤
要
集
は
先
に
も
触
れ
た
如
く
、
第
四
正
修
念
佛
門
の
第
四
観
察
門

に
於
て
四
十
二
を
挙
げ
る
。
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